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第
一
部
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
文
化
芸
能
の
発
表 

11
月
10
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
伊
勢
原
市
中
央
公
民
館
の
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
第
23
回
太
田
道
灌
の
集
い
は
延
べ
１
５
０
人
の
参
加
で
成
功
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
司
会
は
、
い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
の
副

会
長
前
田
秀
資
、
平
節
子
さ
ん
の
二
人
が
務
め
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
一
番
は
詩
吟
「
道

灌
｝
を
山
口
靖
之
さ
ん
（
前
観
ボ
ラ
会
長
、
甲
冑
隊
元
隊
長
）
が
朗
々
と
詠
い
上
げ
大

き
な
拍
手
。
続
い
て
、
窪
谷
美
恵
子
さ
ん
主
宰
の
友
遊
庭
の
み
な
さ
ん
が
民
舞
を
優
雅

に
２
曲
踊
り
参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。
東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
レ
コ
ー
ド
専
属
・
地
元
人

気
歌
手
小
倉
惠
子
さ
ん
が
美
声
で
「
あ
あ
道
灌
｝
と
「
伊
勢
原
恋
の
町
夢
の
街
」
を
熱

唱
し
大
拍
手
、
こ
れ
に
友
遊
庭
の
皆
さ
ん
も
合
流
し
て
歌
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
、

大
き
な
拍
手
を
受
け
、
集
い
を
大
き
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

第
二
部
は
式
典
・
各
界
の
来
賓
挨
拶
と
紹
介 

開
会
挨
拶
は
、
観
ボ
ラ
会
長
鳥
海
増
雄
さ
ん
が
力
強
く
挨
拶
、
次
い
で
太
田
道
灌
の

末
裔
の
18
代
目
太
田
資
暁
さ
ん
が
、
継
続
し
て
い
る
集
い
に
感
謝
の
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
新
市
長
萩
原
鉄
也
さ
ん
か
ら
「
道
灌
文
化
を
顕
彰
し
ド
ラ
マ
の
実
現
に
市
民
と
共

に
」
と
新
鮮
で
力
強
い
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

市
議
会
議
長
の
大
山
学
さ
ん
の
挨
拶
に
続
き
、
県
会
議
員
の
渡
辺
紀
之
さ
ん
が
衆
議
院 

道灌の集い会場風景 

 

150
人
の
参
加
で
第
23
回
太
田
道
灌
の
集
い
成
功
！ 

 

萩
原
新
市
長
挨
拶
、
河
野
太
郎
さ
ん
よ
り
初
メ
ッ
セ
ー
ジ 

各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
道
灌
文
化
顕
彰
発
表
に
大
拍
手
！ 

議
員
河
野
太
郎
さ
ん
の
メ
ッ
ー
ジ
を
代
読
紹
介
し
、
河
野
代

議
士
の
初
め
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
参
加
者
は
ひ
と
き
わ
喜

ん
で
拍
手
し
て
い
ま
し
た
。
川
崎
市
商
店
街
連
合
会
の
相
談

役
深
瀬
武
三
さ
ん
も
署
名
１
６
０
人
分
持
参
し
て
挨
拶
、
三

之
宮
神
社
名
誉
宮
司
永
井
治
子
さ
ん
、
伊
勢
原
市
観
光
協
会

事
務
局
長
市
川
清
美
さ
ん
も
紹
介
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

伊
勢
原
市
議
会
議
員
と
市
幹
部
も
紹
介
と
挨
拶 

市
会
議
員
で
は
議
長
大
山
学
、小
沼
富
夫
、中
山
真
由
美
、

荻
野
貴
文
、
前
田
秀
資
各
氏
が
参
加
し
挨
拶
、
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
市
幹
部
で
は
大
町
徹
経
済
環
境
部
長
、
桑
原
豊
商
工

観
光
課
長
も
紹
介
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
署
名
・
カ
ン
パ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
河
野
太
郎
、
後
藤
祐
一
衆
議
院
議
員
、
渡

辺
紀
之
県
議
か
ら
頂
戴
し
ま
し
た
。 

会
場
で
の
署
名
は
１
９
３
筆
、
募
金
は
１
万
７
、
３
５
０
円
の
ご
協

力
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
祝
儀
も
多
く
の
方
が
た
か
ら
頂
戴
し
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

三
上
実
行
委
員
長
が
経
過
と
「
６
つ
の
お
願
い
」
の
決
議
提
案 

11
年
目
の
運
動
の
到
達
点
（
署
名
は
30
万
筆
目
標
を
達
成
、
賛
同

自
治
体
は
50
、
著
名
人
は
多
数
、
道
灌
文
化
の
顕
彰
は
広
が
り
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
陳
情
5
回
な
ど
）
を
述
べ
て
、
第
６
回
陳
情
が
放
映
実
現
の
た

め
の
正
念
場
に
な
る
な
ど
「
6
つ
の
お
願
い
」
の
提
案
を
し
て
決
議

し
ま
し
た
。
①
２
０
２
７
年
放
映
を
め
ざ
し
て
署
名
を
積
み
上
げ
よ

う
。
道
灌
関
連
の
自
治
体
の
賛
同
を
広
げ
よ
う
。
自
治
体
決
議
を
増
や

そ
う
。
➁
道
灌
文
化
の
学
習
会
を
。
③
道
灌
関
連
の
小
説
な
ど
を
普
及

し
よ
う
。
④
運
動
に
は
資
金
が
必
要
、
浄
財
募
金
を
。
⑤
道
灌
行
事
を

普
及
し
よ
う
。
⑥
活
動
を
推
進
ニ
ュ
ー
ス
に
反
映
し
て
運
動
を
広
げ
よ

う
。
放
映
実
現
ま
で
粘
り
強
く
ガ
ン
バ
ロ
ウ
と
。 

第
三
部
・
道
灌
文
化
の
顕
彰
活
動
報
告
に
拍
手
拍
手 

１
番
目
は
成
城
大
学
院
生
の
法
木
航
さ
ん
が
「
伊
勢
原
観
光
道
灌
ま
つ

り
の
一
頁
」
と
し
て
、
河
野
太
郎
さ
ん
の
祖
父
河
野
一
郎
さ
ん
が
「
道

灌
奉
賛
会
の
初
代
会
長
だ
っ
た
」「
こ
れ
を
契
機
に
道
灌
ま
つ
り
が

始
ま
っ
た
」
等
報
告
し
、
参
加
者
に
歴
史
の
証
明
と
感
銘
を
与
え
て

い
ま
し
た
。 

２
番
目
は
佐
藤
哲
男
さ
ん
が
俳
優
北
村
和
夫
さ
ん
の
息
子
の
北
村
有

起
哉
さ
ん
（
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
お
む
す
び
に
出
演
中
）
と
親
類

と
の
関
係
を
述
べ
た
後
、
道
灌
び
い
き
の
会
の
道
灌
関
連
の
歴
史
コ

ー
ス
の
散
歩
な
ど
紹
介
し
ま
し
た
。 

３
番
目
は
熱
川
温
泉
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
社
長
嶋
田
慎
一
朗
さ
ん
が

「
道
灌
と
熱
川
」
と
題
し
て
報
告
、
道
灌
石
曳
き
ま
つ
り
を
毎
年
開

催
し
て
い
る
（
今
年
は
９
月
29
日
に
開
催
）
等
報
告
し
ま
し
た
。 

４
番
目
は
埼
玉
越
生
町
職
員
の
房
野
瑠
惟
さ
ん
が
「
道
灌
像
設
置
の
運

動
」
と
題
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
越
生

町
、
観
光
地
そ
し
て
越
生
駅
前
に
勇
壮
に
立
つ
道
灌
像
の
映
像
を
紹

介
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

５
番
目
は
神
奈
川
県
観
光
大
使
・
伊
勢
原
甲
冑
隊
が
20
人
勢
ぞ
ろ
い

し
て
「
５
人
の
道
灌
」
を
そ
れ
ぞ
れ
熱
演
、
太
田
資
暁
さ
ん
に
山
吹

の
花
束
を
贈
呈
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
参
加
者
は
大
拍
手
で
こ

た
え
て
い
ま
し
た
。 



 

 

      

 

                   

 

 

 

 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
集
い
は
成
功
し
ま
し
た
。 

関
係
者
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。 

署
名
は
、
こ
の
日
の
集
計
を
も
含
め
て
、
３
１
０
、
０
１
８

筆
と
前
進
し
ま
し
た
。 

６
回
目
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
陳
情
で
、
２
０
２
７
年
放
映
め
ざ
し

て
奮
闘
し
ま
す
の
で
「
６
つ
の
お
願
い
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
実

践
し
て
い
た
だ
い
て
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

２
０
２
４
年
11
月
10
日 

実
行
委
員
長 

三
上 

利
栄 

甲冑隊5人の道灌で「ガンバロ～！」 

司
会
の
前
田
秀
資

さ
ん
（
市
議
）
と 

平 

節
子
さ
ん 

活動報告① 
法木航さん 

活動報告➁ 
佐藤哲男さん 

報告③ 
嶋田慎一朗さん

6666666666666朗
さん 

御
礼 

18代目 

太田資暁さん 

友遊庭の民舞踊 

伊勢原市長 
萩原鉄也さん 

市議会議長 
大山学さん 

活動報告④ 
房野瑠惟さん 

太田資暁さんに山吹の花を 

詩吟 

山口靖之さん 

 

東京セントラル 
レコード歌手 
小倉惠子さん 

 

観ボラ会長 

鳥海増雄さん 

越生町長代理 
石川久明さん 

県会議員 
渡辺紀之さん 

参加者の感想～思いを一言伺いました。 

  ＊ＮＨＫは次は「うん」と言うんじゃないの！ 

  ＊河野太郎さんのメッセージ良かった。 

  ＊市民が 23回も継続しているなんて立派ですね。 

  ＊小倉惠子さん、やっぱり歌うまいねー。 

  ＊各地で道灌のことやっている事がわかりました。 

  ＊道灌の子孫があちこちで活躍しているんだねー。 

署名集めで顕彰 
された越生町 
戸口訓男さん 

三上 

実行委員長 


